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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 鋳鉄は難溶接材料として知られている。鋳鉄を溶接すると急冷

により溶接金属部と母材の境界部にセメンタイトが発生し、チル

組織が形成され、機械的性質が低下する。そこで、鋳鉄を溶融し

ないで接合する固相接合法が用いられている。 

 本方法は球状黒鉛鋳鉄(FCD)とステンレス鋼(SUS)とを固相接

合法の中の拡散接合法で接合する方法である。拡散接合法は原子

の拡散現象を利用して接合する方法で、以下に示す特徴がある。

① チルの生成がない 

② 接合後の変形がない 

③ 寸法精度がよい 

④ バリが出ない 

 

その他参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 拡散接合した試験片 
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